
試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

 Ⅰ　注 意 事 項  

1．試験中は監督者の指示に従ってください。

2．解答は，解答用紙（マークシート）の解答欄にマーク（ぬりつぶし）しなさい。

3．解答欄以外の記入について
⑴　氏名・受験番号を記入し，受験番号をマークしなさい。
⑵�　「解答マーク欄」の “Ａ” をマークしなさい。

解答マーク欄

Ａ

4．解答欄の記入について
　問題冊子の問には解答番号が【　】で示されているので，解答用紙の解答番号を間違えないようにマーク 
しなさい。

〔例示（解答方法）〕
解答番号【98】に ⑶ をマークする場合

解答
番号

解 答 欄

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

【98】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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問 題 ペ ー ジ 解 答 番 号 解 答 方 法

英 語 1 〜 9 【 1 】 ～ 【30】 「英語」，「国語」，「数学」の3教科�

から２教科を選択しなさい。

ただし，外国語学部は「英語」が 

必須。

国 語 10〜19 【31】 ～ 【50】

数 学 20〜29 【51】 ～ 【70】

2026 年度 公募推薦 前期日程 ２日目

2教科選択総合評価型
2教科選択基礎学力型

英語　国語　数学

商 学 部
経 営 学 部
経 済 学 部
法 学 部
外国語学部
国 際 学 部
情 報 学 部
経営実務科

注意事項は，問題冊子の裏表紙に続きます。
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英 語
( 解答番号　【 １ 】～【 30 】)

Part Ⅰ　問 1〜問 10の空所を埋めるのに最も適当なものを⑴〜⑷の中から一つ選び 

なさい。

問 1 What is this flower （      【 1 】      ） in English? 

⑴　call　 ⑵　calling　 

⑶　called　 ⑷　to call　

問 2 Chris （      【 2 】      ） have done such a stupid thing in front of all those important 

guests. 

⑴　should　 ⑵　might　 

⑶　cannot　 ⑷　ought to　

問 3 They know what （      【 3 】      ） and donʼt have any questions. 

⑴　do　 ⑵　doing　 

⑶　did　 ⑷　to do　

問 4 There is no （      【 4 】      ） whether the project will succeed. 

⑴　tell 　 ⑵　telling　 

⑶　to tell　 ⑷　have told　
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問 5 I wish I （      【 5 】      ） a way to solve this problem. 

⑴　find　 ⑵　finding　 

⑶　to find　 ⑷　could find　

問 6 You have to be careful not to buy more food （      【 6 】      ） is necessary. 

⑴　what　 ⑵　than　 

⑶　which　 ⑷　of　

問 7 I have to get this report done （      【 7 】      ） the end of the month. 

⑴　in　 ⑵　by　 

⑶　till　 ⑷　on　

問 8 Why donʼt you have a seat over there （      【 8 】      ） you wait? 

⑴　while　 ⑵　for　 

⑶　during　 ⑷　then　

問 9 I have to go to the hotel （      【 9 】      ） the reception will be held tomorrow. 

⑴　that　 ⑵　which　 

⑶　when　 ⑷　where　

問10 Write down your ideas, （      【10】      ） you will get a clearer idea. 

⑴　and　 ⑵　or　 

⑶　when　 ⑷　while　
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Part Ⅱ　問 11〜問 20の空所を埋めるのに最も適当なものを⑴〜⑷の中から一つ
選びなさい。

問11 I have no （      【11】      ） you are perfectly right. 

⑴　access　 ⑵　benefit　 

⑶　concern　 ⑷　doubt　

問12 Janet unwillingly （      【12】      ） that both were boring movies. 

⑴　concluded　 ⑵　achieved　 

⑶　ended　 ⑷　reached　

問13 We offer beautifully made 100% （      【13】      ） leather goods. 

⑴　general　 ⑵　genuine　 

⑶　liberal　 ⑷　literary　

問14 “Thank you” is an appropriate response to “You （      【14】      ） a good thing” 

because itʼs a form of praise. 

⑴　lose　 ⑵　miss　 

⑶　deserve　 ⑷　spend　

問15 The party will be a great （      【15】      ） to meet interesting members and make 

friends. 

⑴　opportunity　 ⑵　reality　 

⑶　faculty　 ⑷　tendency　
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問16 The first plan fell （      【16】      ） because of a lack of funding.

⑴　upon ⑵　off 

⑶　through ⑷　in

問17 David made （      【17】      ） an excuse and left early.

⑴　up　 ⑵　out　 

⑶　off  ⑷　in

問18 The teacher finally called （      【18】      ） the noisy student in my class.

⑴　out　 ⑵　off 

⑶　for ⑷　to

問19 Stella turned （      【19】      ） the job offer because it required moving abroad with 

her family.

⑴　on　 ⑵　in 

⑶　off ⑷　down

問20 I canʼt figure （      【20】      ） how to solve this math problem.

⑴　up ⑵　out 

⑶　in ⑷　off
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Part Ⅲ　問 21〜問 26の空所を埋めるのに最も適当なものを⑴〜⑷の中から一つ
選びなさい。

問21 Linda: Does bus number 51 stop here?

 Passerby: （      【21】      ）
 Linda: Thank you very much.

⑴　No, itʼs 8 oʼclock.　
⑵　Yes, the next one will be here at 10.

⑶　Yes, I go by bus.　
⑷　Sorry, this is not a taxi stand.　

問22 James: Please help me with my homework assignment.

 Brian: （      【22】      ）
 James: Oh, donʼt be so unkind.

⑴　Yes, of course.　
⑵　Why not?  I have time now.　
⑶　No, but I can give you a hand.　
⑷　Iʼd love to, but I want to watch this program.　

問23 Nancy: Did you enjoy the soccer game?

 Laura: Yes, I did very much.  （      【23】      ）
 Nancy: Iʼm glad you enjoyed it.

⑴　Itʼs hard to say.　
⑵　Iʼm not sure.　
⑶　Iʼm sorry to hear that.　
⑷　Thank you for taking me.　



英語

― 6 ―

問24  Paul: I like your suit.  Is it brand-new?

 Nina: （      【24】      ）
 Paul: Really?  From who?

 Nina: From my parents.

⑴　Thanks, I do, too.　
⑵　Yes, it looks good, I think.　
⑶　Thanks, it is a present.　
⑷　Yes, I like your dress.　

問25 Larry: Would you like a glass of orange juice?

 Emma: （      【25】      ）
 Larry: What about a cup of coffee?

 Emma: Sounds good.  

⑴　No, thanks.　
⑵　Yes, please. 　
⑶　No, I want tea.　
⑷　Yes, milk and sugar, please.　

問26 Nicole: Weʼve been waiting for him for such a long time.

 Oscar: Do you think he forgot about us?

 Nicole: （      【26】      ）
 Oscar: We should call him.

⑴　Thatʼs a wonder.　
⑵　Thatʼs what I heard.　
⑶　Thatʼs too late to forget.　
⑷　Thatʼs what Iʼm wondering.
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Part Ⅳ
①　次の広告を見て，問 27と問 28の答えとして最も適当なものをそれぞれ⑴〜⑷の 

中から一つ選びなさい。

Give the gift of reading and enjoy exclusive discounts

Books have the power to educate, entertain, and inspire.  Now is the perfect 
time to share that power!

As part of our International Book Giving Day celebration, we’re offering 
graded discounts on your book purchases.  Use the code DOUBLETHELOVE 
on benfield.com to stock up on your favorite reads:

・Buy 2 or more books   get 20% off
・Buy 4 or more books   get 25% off
・Buy 6 or more books   get 30% off

Don’t miss out!  This offer is only available until February 22.
*Offer is only valid for books at Benfield.  
*Free shipping on all orders on benfield.com.

問27 How much of a discount can you get when you buy 10 books?　【27】

⑴　20%.　 ⑵　25%.　
⑶　30%.　 ⑷　35%.　

問28 Which of the following statements is true?　【28】

⑴　You canʼt get the discount on International Book Giving Day.　
⑵　If you buy two books, you will get one for free.　
⑶　You should order books at the store site to get the discount.　
⑷　You have to pay extra for shipping.　
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②　次の英文を読み，問 29と問 30の答えとして最も適当なものをそれぞれ⑴〜⑷の

中から一つ選びなさい。

To: oliviawil@abc.com
From: sopeter@xyz.com
Subject: Request to Meet

Dear Ms. Williams,

I wonder if we can meet sometime next week.  We would like to decide the 
details of the package design.  Actually, this has to be done by Friday, a little 
earlier than originally scheduled.  Are you available either on Tuesday 
afternoon, Wednesday afternoon, or Friday morning?  I will be out of town
from Saturday.  The earlier, the better.  

Thank you for your understanding.

Most sincerely,
Sofia Peterson

問29 When is the best for Ms. Peterson?　【29】

⑴　Friday.　 ⑵　Tuesday morning.　
⑶　Wednesday afternoon.　 ⑷　Thursday afternoon.　

問30 What is Ms. Peterson going to do from Saturday?　【30】

⑴　Stay at home.　
⑵　Take a business trip.　
⑶　Change the schedule.　
⑷　Have another meeting at her office.

英語　ここまで
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（下書き用紙）
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第 １ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

こ の 問 題 、 つ ま り な ぜ わ た し た ち は 他 者 の こ と を 思 い や ら な け れ ば な ら な い の か 、 な

ぜ 倫 理 と い う も の が あ る の か 、 こ う し た 問 題 を め ぐ っ て 、 人 々 は 長 い 歴 史 の な か で さ ま

ざ ま に 議 論 し て き ま し た 。

一 つ の 考 え 方 は 、 先 ほ ど 紹 介 し た プ
注

ロ メ テ ウ ス と エ ピ メ テ ウ ス の 話 の な か に す で に 示

さ れ て い ま す 。 そ こ で は 、 人 間 は 基 本 的 に 利 己 的 で あ り 、 自 分 の 欲 求 を 貫 き 通 す た め に

他 人 を だ ま し た り 、 お 互 い を 殺 し あ っ た り し て 滅 亡 し て し ま う 危 険 性 を か か え て い る と

考 え ら れ て い ま し た 。

た し か に 、 人 間 は そ の 本 性 に お い て 悪 で あ る と 言 え る か も し れ ま せ ん 。 こ れ は 古 く か

ら 根 強 く あ る 考 え 方 で す 。 人 間 は か ぎ り な い 欲 望 を も っ て お り 、 そ の た め に 必 然 的 に 他

の 人 と 衝 突 し ま す 。 ま た 生 ま れ つ い て ね た み や 憎 し み の 感 情 を も っ て お り 、 す ぐ に お 互

い を 傷 つ け あ っ て し ま い ま す 。 こ の よ う に し て 社 会 が 混 乱 に お ち い っ て し ま う と 言 わ れ

て き ま し た 。

そ の た め に 人 間 は お き て を 作 り 、 そ れ を 守 る こ と で 、 や っ と 社 会 の 安 定 を 図 る こ と が

で き た 、 こ の お き て こ そ が 倫 理 で あ る と い う 考 え 方 が 一 方 で あ り ま す 。

そ れ に 対 し て 、 ア 人 間 は そ の 本 性 に お い て 善 で あ る と い う 考 え 方 も あ り ま す 。 人 間 は

他 人 の 不 幸 を 見 逃 す こ と が で き ず 、 困 っ て い る 人 が い れ ば 、 自
お の

ず か ら 手 を 差 し の べ る 、

そ う い う 存 在 な の だ と い う 考 え 方 で す 。

た し か に わ た し た ち は 、 た と え ば 身 寄 り の な い 小 さ な 子 ど も が 一 人 で 路 頭 に 迷 っ て い

れ ば 、 何 と か し て や り た い と 思 い ま す し 、 天 災 や 事 故 で 家 族 を す べ て 失 っ た 人 が い れ�

ば 、 そ の 人 に 心 か ら 同 情 し ま す 。 そ う い う 気 持 ち は 誰 も が も っ て い る よ う に 思 い ま す 。

他 者 を 思 い や り 、 そ の 苦 し み に 寄 り 添 う と い う の は 、 外 か ら 強 い ら れ る の で は な く 、 内

か ら 自 ず と わ き で て く る 気 持 ち で あ り 、 倫 理 は そ れ に 基 づ い て い る と い う 考 え 方 も 成 り

た つ よ う に 思 い ま す 。

国 語

( 解 答 番 号　 【  31   】 ～ 【  50   】)
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そ う い う 点 か ら 興 味 深 い の は 、 近 年 、 発 達 心 理 学 な ど で 、 乳 幼 児 が も つ 共 感 力 や 利 他

的 行 動 に 関 し て 多 く の 研 究 成 果 が 発 表 さ れ て い る こ と で す 。 た と え ば ア メ リ カ の エ ー ル

大 学 で 心 理 学 を 教 え る ポ ー ル ・ ブ ル ー ム と い う 人 が た い へ ん 興 味 深 い 研 究 を 行 っ て い ま

す 。 ブ ル ー ム は 著 書 の な か で エ ー ル 大 学 乳 幼 児 研 究 所 で 行 わ れ た い く つ か の 実 験 を 紹 介

し て い ま す が 、 そ の な か に 次 の よ う な も の が あ り ま す 。

あ る 人 形 が 箱 の ふ た を 開 け よ う と 苦 労 し て い る と き に 、 そ れ を 助 け て く れ る 人 形 と 、

逆 に そ れ を 邪 魔 す る 人 形 が 登 場 す る 劇 を 生 後 五 か 月 く ら い の 赤 ち ゃ ん に 見 せ る と 、 そ の

赤 ち ゃ ん た ち は 手 助 け し て く れ る 人 形 の 方 を 好 む と い う 結 果 が 出 た と い う の で す （ ポ ー

ル ・ ブ ル ー ム 『 ジ ャ ス ト ・ ベ イ ビ ー ― 赤 ち ゃ ん が 教 え て く れ る 善 悪 の 起 源 』 Ｎ Ｔ Ｔ 出

版 、 二 〇 一 五 年 ） 。

生 後 五 か 月 く ら い の 赤 ち ゃ ん で す か ら 、 当 然 、 ま だ 自 分 で は よ い 行 動 も 悪 い 行 動 も

で き ま せ ん 。 そ う で あ っ て も す で に 、 他 の 人 を 邪 魔 す る 行 為 よ り も 、 他 の 人 を 助 け る

行 為 を 好 む と い う の で す 。 こ の よ う な 事 実 か ら 、 人 間 が 生 ま れ な が ら に 道 徳 観 を 備 え

て い る と い う 結 論 が 引 き だ せ る の で は な い か と い う こ と を ブ ル ー ム は 主 張 し て い ま す 。

彼 が 行 っ た 実 験 は 、 倫 理 の 起 源 を 考 え る 上 で 、 た い へ ん 興 味 深 い 視 点 を 提 供 し て く れ

て い ま す 。

た だ 、 子 ど も は 成 長 す る 過 程 で 、 親 や 周 り の 人 た ち か ら の 影 響 を 受 け な が ら 、 自 分 自

身 の 道 徳 観 を 形 成 し て い き ま す 。 そ し て 自 分 で も 考 え な が ら そ れ を 修 正 し て い き ま す 。

も と も と 利 他 的 な 性 格 を も っ て い る と し て も 、 そ れ が そ の ま ま 保 持 さ れ る か ど う か は 、

人 に よ っ て 異 な る と 言 わ ざ る を え な い で し ょ う 。

さ ら に 、 た と え 自 分 の な か に 利 他 的 な 性 格 が あ る と し て も 、 わ た し た ち は さ ま ざ ま な

欲 求 を も っ て 生 き て い ま す 。 そ れ ら を 断 念 す る こ と は 容 易 で は あ り ま せ ん 。 た と え ば マ

ザ ー ・ テ レ サ の よ う に 、 自 分 が も っ て い る も の を す べ て 他 者 の た め に 提 供 す る と い う こ

と は 簡 単 に は で き ま せ ん 。 わ た し た ち は つ ね に 利 己 と 利 他 の は ざ ま で 生 き て い る と 言 っ

て も よ い で し ょ う 。 そ れ が イ わ た し た ち の 現 実 な の で は な い で し ょ う か 。

ま た 利 他 、 あ る い は 愛 他 と い っ て も 、 ま ず 最 初 に 思 い 浮 か べ る の は 、 家 族 な ど 身 近 で

大 切 な 人 た ち で す 。 も し 彼 ら が 病 気 に な っ た り 、 傷 つ け ら れ た り し た ら 、 と て も 深 い 悲

し み を 覚 え ま す 。 し か し 、 そ れ は 愛 他 と い う よ り も 、 自 愛 の 延 長 な の で は な い か と 言 う

人 も い る か も し れ ま せ ん 。

た し か に そ う い う 見 方 も あ る で し ょ う 。 し か し 、 わ た し た ち は そ こ で と ど ま ら ず 、 そ
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れ 以 外 の 人 の 苦 し み や 悲 し み を も 理 解 す る こ と が で き ま す 。 そ し て そ れ を と も に 苦 し�

み 、 悲 し む こ と が で き ま す 。 重 い 病 気 に 苦 し む 人 と も 、 地 震 や 津 波 で 家 族 を 亡 く し 、 深

い 悲 し み の な か に あ る 人 と も 心 の な か で つ な が っ て い き ま す 。 そ う し た 人 の た め に 何 か

で き る こ と は な い か と 考 え ま す 。

ま た 、 自 分 や 家 族 だ け で な く 、 す べ て の 人 が さ ま ざ ま な 可 能 性 を も っ て い る こ と に 思

い を 馳
は

せ ま す 。 彼 ら も ま た 自 分 の 可 能 性 を 発 展 さ せ 、 社 会 の な か で 実 現 し た い と 願 っ て

い ま す 。 こ こ か ら 出 発 し て 、 わ た し た ち は こ れ ま で も 、 自 分 の 周 り に い る 人 だ け で な

く 、 す べ て の 人 を か け が え の な い 存 在 と み な し 、 お 互 い に 尊 重 し あ お う と 考 え て き ま し

た （ 「 人 間 の 尊 厳 」 と い う 考 え は こ こ か ら 出 て き た と 言 え ま す ） 。 こ の 気 持 ち が 倫 理 の 基

礎 に あ る と 考 え る こ と が で き ま す 。

注　 プ ロ メ テ ウ ス と エ ピ メ テ ウ ス … ギ リ シ ア 神 話 の 神 。

（ 藤 田 正 勝 『 は じ め て の 哲 学 』 よ り 抜 粋 、 一 部 変 更 ）

問 １　 傍 線 部 ア の 「 人 間 は そ の 本 性 に お い て 善 で あ る と い う 考 え 方 」 と か か わ り の あ る

も の は ど れ か 、 次 の 中 か ら そ の 組 み 合 わ せ を 一 つ 選 び な さ い 。 【　 】31

ⅰ　 な ぜ 倫 理 が あ る の か と い う 問 題 を め ぐ る さ ま ざ ま な 議 論 。

ⅱ　 人 間 が 生 ま れ つ い て も っ て い る ね た み や 憎 し み の 感 情 。

ⅲ　 社 会 の 安 定 を 図 る た め に 、 人 間 が つ く り 遵 守 し て い る お き て 。

ⅳ　 困 っ て い る 人 が い れ ば 、 自 ず か ら 手 を 差 し の べ る 人 間 。

ⅴ　 外 か ら 強 い ら れ る の で は な く 、 内 か ら 自 ず と わ き で て く る 他 者 へ の 思 い や り 。

⑴　 ⅰ と ⅱ と ⅲ	 ⑵　 ⅰ と ⅳ と ⅴ	 ⑶　 ⅲ と ⅳ

⑷　 ⅳ の み	 ⑸　 ⅳ と ⅴ

問 ２　 ポ ー ル ・ ブ ル ー ム の 主 張 と し て 適 当 な も の は ど れ か 、 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ

い 。 【　 】32

⑴　 生 後 五 か 月 く ら い の 赤 ち ゃ ん は 、 当 然 、 自 分 で は よ い 行 動 も 悪 い 行 動 も で き�

な い 。

⑵　 生 後 五 か 月 く ら い の 赤 ち ゃ ん は 、 他 の 人 を 邪 魔 す る 行 為 よ り も 他 の 人 を 助 け�

る 行 為 を 好 む 。

⑶　 人 間 は 生 ま れ な が ら に 道 徳 観 を 備 え て い る 。
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⑷　 エ ー ル 大 学 乳 幼 児 研 究 所 で 行 わ れ た 実 験 は 、 倫 理 の 起 源 を 考 え る う え で 大 変 興

味 深 い 視 点 を 提 供 し て く れ る 。

⑸　 子 供 は 成 長 過 程 で 親 な ど か ら の 影 響 を 受 け て 、 自 分 自 身 の 道 徳 観 を 形 成 し て�

い く 。

問 ３　 傍 線 部 イ の 「 わ た し た ち の 現 実 」 と し て 最 も 適 当 な も の は ど れ か 、 次 の 中 か ら�

一 つ 選 び な さ い 。 【　 】33

⑴　 も と も と も っ て い る 利 他 的 な 性 格 は 、 成 長 の 過 程 で そ の ま ま 保 持 さ れ な い 場 合

が あ る 。

⑵　 自 分 が も っ て い る も の を す べ て 容 易 に 他 者 の た め に 提 供 す る こ と が で き る 。

⑶　 つ ね に 利 己 と 利 他 の は ざ ま で 生 き て い る 。

⑷　 自 分 の 可 能 性 を 発 展 さ せ 、 社 会 の 中 で 実 現 し た い と 考 え て い る 。

⑸　 利 他 と い う と 、 ま ず 身 近 で 大 切 な 人 を 思 い 浮 か べ る 。

問 ４　 本 文 の 内 容 と 合 致 し な い も の は ど れ か 、 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。 【　 】34

⑴　 プ ロ メ テ ウ ス と エ ピ メ テ ウ ス の 話 の な か で 、 人 間 は 基 本 的 に 利 己 的 で あ る た

め 、 お 互 い を 殺 し あ い 滅 亡 し て し ま う 危 険 性 を か か え て い る と の 考 え が 示 さ れ て�

い た 。

⑵　 人 間 が か ぎ り な い 欲 望 を も っ て お り 、 そ の た め に 必 然 的 に 他 の 人 と 衝 突 す る こ

と は 、 社 会 が 混 乱 に お ち い っ て し ま う 原 因 と な っ て い る 。

⑶　 身 近 で 大 切 な 人 た ち が 傷 つ け ら れ て と て も 深 い 悲 し み を 覚 え る の は 、 愛 他 で は

な く 自 愛 の 延 長 だ と い う 見 方 も あ る 。

⑷　 わ た し た ち は 家 族 以 外 の 人 の 苦 し み や 悲 し み を 理 解 し 、 そ の 人 た ち と つ な

が っ て い く た め に 何 か で き る こ と は な い か と 考 え る 。

⑸　 わ た し た ち は す べ て の 人 を か け が え の な い 存 在 と み な し 、 互 い に 尊 重 し あ お う

と 考 え て き た が 、 こ の 気 持 ち が 倫 理 の 基 礎 に あ る 。
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第 ２ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 に 答 え な さ い 。

こ の 状 態 が 、 近 代 社 会 と い う も の が 必 ず 最 後 に 行 き 着 く 位 相 で あ る こ と は 間 違 い な い

だ ろ う 。 近 代 社 会 は 、 一 八 世 紀 の フ ラ ン ス 革 命 か ら 始 ま っ た と 言 わ れ て い る が 、 簡 単 に

言 う と こ こ に い る 皆 さ ん 、 中 学 一 年 生 か ら 先 生 ま で 、 す べ て が 同 じ 「 一 」 で あ る 、 と い

う こ と な の だ 。 あ ら ゆ る 人 は 「 一 」 で あ っ て 、 そ れ 以 上 で も そ れ 以 下 で も な い 。 一 番 わ

か り や す い 例 は 、 投 票 の 構 造 だ 。 総 理 大 臣 も 一 票 だ し フ リ ー タ ー も 一 票 。 人 は す べ て 同

じ だ 、 と い う 捉 え 方 を す る 。

し か し 、 ア 近 代 社 会 が 成 立 す る ま で は 、 全 員 が 「 一 」 で は な い 、 現 代 か ら す れ ば い わ

ば 不 平 等 な 社 会 だ っ た 。 身 分 制 度 が あ っ た の で 、 生 ま れ た と き 既 に 人 生 の 軌 道 が 描 か れ

て い た 。 ど の 階 層 に 生 ま れ る か に よ っ て 職 業 は ほ ぼ 自 動 的 に 決 ま っ た し 、 家 庭 を つ く る

に し て も 、 相 手 は 自 分 と 同 じ 階 層 で 周 辺 の 地 域 に 住 ん で い る 人 に 限 ら れ た 。 つ ま り 自 分

の 生 涯 の か た ち は お お よ そ 見 え て い た の だ 。 自 分 で 自 由 に 職 業 や パ ー ト ナ ー を 選 ぶ な ど

考 え ら れ な い 世 の 中 だ っ た か ら 、 わ ざ わ ざ 自 分 の 存 在 す る 理 由 を 問 う 必 要 も な か っ た 。

そ の 社 会 を 、 そ の 共 同 体 を 、 そ の 家 族 を 維 持 す る た め に は 、 そ の 人 が い な け れ ば な ら な

い 。 あ ら か じ め 役 割 が 与 え ら れ て 生 ま れ て き た か ら 、 自 ら の 役 割 を 果 た す こ と が 人 生 の

目 的 だ っ た の だ 。

Ａ 、 近 代 社 会 は 「 生 ま れ 」 、 つ ま り 階 層 、 地 域 、 言 葉 、 性 別 、 と い っ た 本 人 が

選 び よ う の な い 条 件 は す べ て 無 視 し よ う と い う 考 え を 基 本 に 成 り 立 っ て い る 。 生 ま れ�

は 関 係 な く 、 み ん な 同 じ ス タ ー ト ラ イ ン に 立 ち 、 同 じ 条 件 で 勉 強 を 始 め 、 平 等 に 扱 わ れ

る 。 そ の 代 わ り あ と は 自 分 で 選 び な さ い 、 と 放 り 出 さ れ る 社 会 だ 。 そ う す る と ど う な る

か 。 今 あ る 自 分 は 自 ら が 選 択 し た 結 果 な の だ か ら す べ て 自 分 の 責 任 だ 、 と い う こ と に�

な る 。
近 代 社 会 は 理 念 と し て 全 員 が 同 じ 重 さ だ と い う 思 想 に 基 づ い て い る 。 ほ ん と う に 全 員

が 一 票 を 持 つ こ と が で き た の は 二 〇 世 紀 に 入 っ て か ら で あ る し 、 い ま だ に 差 別 は な く

な っ て い な い が 、 こ の 理 念 を 守 り 続 け よ う と し て い る 。

確 か に た い せ つ な 考 え 方 だ が 、 だ れ も が 、 自 分 は ど う い う 存 在 で あ り そ れ を 意 味 の あ

る も の と し て 肯 定 で き る か 、 と い う 問 い に 向 き 合 わ ざ る を え な い 。 近 代 社 会 は 、 も の す

ご く 重 い こ と を 一 人 ひ と り に 要 求 し て い る の だ 。

そ ん な 大 き い 責 任 を 課 せ ら れ て い る 今 の 時 代 で あ る に も か か わ ら ず 、 若 い 人 に 限 ら�
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ず 、 す べ て の 世 代 が 、 ど ん ど ん 無 力 に な っ て い る と 私 は 感 じ て い る 。 大 げ さ な 言 い 方 だ

と 思 う か も し れ な い が 、 で は 、 こ の 中 に 、 お 産 の と き に 赤 ち ゃ ん を 取 り 上 げ る こ と が で

き る 人 は い る だ ろ う か 。 お そ ら く 皆 無 だ ろ う 。 へ そ の 緒 は ど の 辺 り で 切 る か 、 と か 、 産

声 を 上 げ さ せ る に は ど う す れ ば い い か と か 、 ま っ た く 知 ら な い は ず だ 。 昔 は 、 こ う い っ

た こ と は 女 性 で あ れ ば 全 部 で き た の だ 。

〈　 中 略　 〉

出 産 、 調 理 、 排 泄
せ つ

物 の 処 理 、 治 療 、 看 護 、 教 育 、 子 育 て 、 交 渉 な ど 、 生 き る う え で 欠

か せ な い 事 柄 を 、 私 た ち は 知 ら な い う ち に す べ て 、 他 人 に 任 せ る よ う に な っ た 。 少 し で

も 安 心 で 安 全 に 暮 ら せ る よ う に 、 と そ れ ぞ れ の イ 「 プ ロ 」 を 育 て て き た の だ 。 普 段 の 生

活 の こ と は 行 政 や サ ー ビ ス 会 社 に 任 せ て お け ば 安 心 、 安 全 だ し 、 病 気 に な れ ば し っ か り

と し た 治 療 を 受 け ら れ る 。 子 ど も は 学 校 で 勉 強 す る よ う に な っ た し 、 め ん ど う な も め 事

は 弁 護 士 に 頼 め ば 損 は な い 。 排 泄 物 は ペ ダ ル を 踏 む だ け で き れ い に な る し 、 介 護 が 必 要

な ら 電 話 を す れ ば い い 。

生 活 の あ ら ゆ る 面 で そ れ ぞ れ の プ ロ が い る か ら 、 な ん の 不 安 も な い し 健 康 で い ら れ�

る 。 寿 命 が 延 び た こ と か ら う か が え る よ う に 、 プ ロ を 育 て た こ と は 社 会 に と っ て 間 違 い�

な く プ ラ ス に な っ た 。 た だ 、 プ ラ ス は 必 ず マ イ ナ ス を 含 ん で い る も の で 、 プ ラ ス の 分 何

を 失 っ た か と い う と 、 わ れ わ れ 自 身 の 能 力 だ 。 一 人 で は 何 も で き な い 無 能 、disable の

状 態 に な っ て し ま っ た 。

そ ん な 私 た ち が 今 の 社 会 で で き る こ と 、 そ れ は ク レ ー ム を つ け る こ と だ け 。 行 政 に も

会 社 に も 、 少 し で も 不 満 が あ れ ば 文 句 を 言 う 。 こ れ だ け は 自 信 を 持 っ て で き る 。 な ぜ�

か ？　 お 金 を 払 っ て い る 、 義 務 を 果 た し て い る 、 と 主 張 で き る か ら だ 。 払 っ た 金 額 に 見

合 う サ ー ビ ス を 受 け る べ き で 、 か な わ な け れ ば 文 句 を 言 え ば い い 。 し か も そ れ を 当 然 の

よ う に 言 う 。 皆 さ ん も 、 授 業 が つ ま ら な か っ た り 成 績 が 下 が っ た と き に 、 ち ゃ ん と 授 業

料 を 払 っ て い る の に こ の 頃 の 先 生 は サ ー ビ ス が 低 下 し て い る 、 な ど と 言 っ て い な け れ ば

よ い の だ が … … 。

近 代 社 会 は 、 全 員 が 責 任 を 持 っ た 「 一 」 で あ る 市 民 社 会 を つ く ろ う と し て い た は ず な

の に 、 結 局 私 た ち は 「 市 民 」 で は な く 「 顧 客 」 に な っ て し ま っ た 。 市 民 と は 、 自 分 た ち

の 大 事 な 問 題 は 自 分 で 判 断 し 自 ら 担 う 主 体 を 意 味 す る 。 私 た ち は 、 自 分 た ち の 安 心 と 安



国語﻿

― 16 ―

全 の た め に プ ロ を 育 て 、 「 委 託 」 す る と い う 道 を 開 拓 し て き た 。 し か し そ の 制 度 の 中 で

暮 ら す う ち に 、 自 分 が 持 つ 技 や 能 力 を 磨 く こ と を 忘 れ て し ま っ た 。 自 分 で 物 事 を 決 め て

担 う こ と が で き る 市 民 で は な く な り 、 た だ の サ ー ビ ス の 顧 客 に 成 り 下 が っ た の だ 。

（ 鷲 田 清 一 他 『 何 の た め に 「 学 ぶ 」 の か 』 よ り 抜 粋 、 一 部 変 更 ）

問 1　 傍 線 部 ア の 「 近 代 社 会 が 成 立 す る ま で 」 の 状 況 と し て 適 当 な も の は ど れ か 、 次 の

中 か ら そ の 組 み 合 わ せ を 一 つ 選 び な さ い 。 【　 】35

ⅰ　 全 員 が 「 一 」 で は な い 、 不 平 等 な 社 会 で あ っ た 。

ⅱ　 身 分 制 度 が あ っ た の で 、 生 ま れ た と き に お お よ そ の 人 生 は 決 ま っ て い た 。

ⅲ　 職 業 や パ ー ト ナ ー を 自 由 に 選 べ な い 世 の 中 だ っ た か ら 、 自 分 の 存 在 す る 理 由 を

問 う 必 要 が な か っ た 。

ⅳ　 全 員 が 選 挙 で 一 票 を 持 つ こ と が で き た が 、 差 別 は な く な っ て い な い 。

ⅴ　 自 分 は ど う い う 存 在 で あ り そ れ を 意 味 の あ る も の と し て 肯 定 で き る か 、 と い う

問 い に 向 き 合 わ ざ る を え な い 。

⑴　 ⅰ と ⅱ と ⅲ	 ⑵　 ⅰ と ⅲ と ⅳ	 ⑶　 ⅰ と ⅳ と ⅴ

⑷　 ⅱ と ⅲ と ⅴ	 ⑸　 ⅱ と ⅳ と ⅴ

問 2　 空 欄 Ａ に 入 れ る の に 最 も 適 当 な も の は ど れ か 、 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。 【　 】36

⑴　 さ も な い と	 ⑵　 す な わ ち	 ⑶　 そ の う え

⑷　 と こ ろ が	 ⑸　 あ た か も

問 3　 傍 線 部 イ の 「 『 プ ロ 』 を 育 て て き た 」 結 果 、 生 じ た こ と と し て 適 当 な も の は ど れ

か 、 次 の 中 か ら そ の 組 み 合 わ せ を 一 つ 選 び な さ い 。 【　 】37

ⅰ　 女 性 は 皆 、 お 産 の と き に 赤 ち ゃ ん を 取 り 上 げ る こ と が で き る よ う に な っ た 。

ⅱ　 病 気 に な っ て も し っ か り と し た 治 療 を 受 け ら れ 、 寿 命 も 延 び た 。

ⅲ　 わ れ わ れ 自 身 は 一 人 で は 何 も で き な い 無 能 の 状 態 に な っ て し ま っ た 。

ⅳ　 行 政 に も 会 社 に も 、 少 し で も 不 満 が あ れ ば 文 句 を 言 う よ う に な っ た 。

ⅴ　 私 た ち は 「 市 民 」 で は な く 「 顧 客 」 に な っ て し ま っ た 。

⑴　 ⅱ と ⅲ	 ⑵　 ⅰ と ⅱ と ⅲ	 ⑶　 ⅲ と ⅳ と ⅴ

⑷　 ⅰ と ⅱ と ⅳ と ⅴ	 ⑸　 ⅱ と ⅲ と ⅳ と ⅴ
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問 4　 本 文 の 内 容 と 合 致 し な い も の は ど れ か 、 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。　 【　 】38

⑴　 近 代 社 会 で は 、 す べ て の 人 が 同 じ 「 一 」 で あ る と い う 捉 え 方 を す る 。

⑵　 近 代 社 会 で は 、 生 ま れ は 関 係 な く 、 み ん な 平 等 に 扱 わ れ 、 選 択 の 結 果 は 自 己 責

任 と な る 。

⑶　 今 の 時 代 、 す べ て の 世 代 が 、 ど ん ど ん 無 力 に な っ て い る 。　                          　　

⑷　 私 た ち は 、 自 分 た ち の 安 心 と 安 全 の た め に プ ロ を 育 て 、 「 委 託 」 す る よ う に

な っ た 。

⑸　 私 た ち は 、 自 分 た ち の 大 事 な 問 題 は 自 分 で 判 断 し 、 自 ら 担 う こ と が で き る 市 民

と な っ た 。

第 ３ 問　 ａ ～ ｌ の 傍 線 部 の 漢 字 表 記 と し て 適 切 な も の は ど れ か 、 次 の 中 か ら そ れ ぞ

れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

ａ　 キ ョ ウ シ ュ ウ を 誘 う 風 景 。 【　 】39

⑴　 協	 ⑵　 享	 ⑶　 郷	 ⑷　 響	 ⑸　 境

ｂ　 す べ て を 体 系 的 に モ ウ ラ し た 専 門 書 。 【　 】40

⑴　 妄	 ⑵　 網	 ⑶　 耗	 ⑷　 毛	 ⑸　 猛

ｃ　 思 い 出 を ジ ュ ッ カ イ す る 。 【　 】41

⑴　 会	 ⑵　 懐	 ⑶　 開	 ⑷　 解	 ⑸　 回

ｄ　 精 神 的 に キ ュ ウ チ に 追 い 込 ま れ る 。 【　 】42

⑴　 急	 ⑵　 休	 ⑶　 級	 ⑷　 窮	 ⑸　 救

ｅ　 差 別 的 な 行 為 は ダ キ さ れ ね ば な ら な い 。 【　 】43

⑴　 打	 ⑵　 堕	 ⑶　 駄	 ⑷　 唾	 ⑸　 妥

ｆ　 事 件 の ケ イ イ を 説 明 す る 。 【　 】44

⑴　 緯	 ⑵　 移	 ⑶　 意	 ⑷　 異	 ⑸　 以

ｇ　 メ イ ジ ョ ウ し が た い 惨 事 だ 。 【　 】45

⑴　 銘	 ⑵　 明	 ⑶　 鳴	 ⑷　 冥	 ⑸　 名
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ｈ　 小 説 の コ ウ ガ イ を 話 す 。 【　 】46

⑴　 梗	 ⑵　 構	 ⑶　 稿	 ⑷　 講	 ⑸　 項

ⅰ　 フ ク ゾ ウ の な い 意 見 。 【　 】47

⑴　 雑	 ⑵　 増	 ⑶　 造	 ⑷　 蔵	 ⑸　 像

ｊ　 シ ュ ウ ビ を 開 く 。 【　 】48

⑴　 宗	 ⑵　 愁	 ⑶　 袖	 ⑷　 襲	 ⑸　 収

ｋ　 大 国 と し て の キ ン ド を 示 す 。 【　 】49

⑴　 謹	 ⑵　 錦	 ⑶　 緊	 ⑷　 均	 ⑸　 襟

ｌ　 債 務 が ル イ カ す る 。 【　 】50

⑴　 寡	 ⑵　 加	 ⑶　 荷	 ⑷　 貨	 ⑸　 稼

国 語 　 こ こ ま で
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（ 下 書 き 用 紙 ）
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　各問について適する答の数字を１つ選びなさい。ただし選択肢を選ぶ問では 1つを

選びその番号で答えなさい。

問 1 以下の 2本の 1次関数について，①と②の交点をA，②と x 軸の交点をB，�

原点をO とする。

y＝ 3 x ‥‥‥‥‥‥‥‥①

y＝－ x＋
3
1

3
8

‥‥‥‥②

　このとき，次のⅰ～ⅲに答えなさい。

ⅰ　点B の x 座標は 3
3

【51】× である。

ⅱ　三角形AOB の面積は 3
3

【52】× である。

ⅲ　∠OAB は 【53】【54】 °である。

数 学
( 解答番号　【 51 】～【 70 】)
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問 2 A と B がじゃんけんを行い，勝つと 1ポイント，負けとあいこは 0ポイントと

なるゲームを 5回行う。A が 2ポイント，B が 2ポイントとなる事象を X とする。

このとき，次のⅰ，ⅱに答えなさい。

ⅰ　X の確率を求め，次の選択肢から選びなさい。【55】

選択肢

⑴　
243

1 	 ⑵　 81
1

	 ⑶　
9
1 	 ⑷　

81
10

⑸　 3
1

	 ⑹　
27
10 	 ⑺　

9
4 	 ⑻　

27
13

ⅱ　X を条件としたときに，A が最後のゲームに勝つ条件付き確率を求め，次の選

択肢から選びなさい。【56】

選択肢

⑴　
81
4 	 ⑵　

15
2 	 ⑶　

6
1 	 ⑷　

5
1

⑸　 15
4

	 ⑹　 10
3

	 ⑺　
3
1 	 ⑻　

5
2
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問 3 A チームは 493 人，B チームは 725 人で構成されている。A，B チームとも過

不足なく等しい人数でグループ分けを行うとき，グループの数が最も小さくなるの

はグループの人数が 【57】【58】 人のときである。

問 4 旅先からお菓子のお土産を買って，友人に配ろうと考えている。このお菓子は

1箱 700 円であり，合計金額で 6000 円以内に抑えたい。また，このお菓子は 1箱

300 g あるが，持ち帰りが大変なので旅行鞄の重量 5 kg と合わせて総重量 7 kg 以

内としたい。このとき，金額，重量の両方の条件を満たす購入可能なお菓子の最大

数は 【59】 箱である。
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問 5 垂直方向を y，水平方向を x とする。今A さんがいる地面上の地点を原点とし，

そこからAさんが台に乗って高さ 3 mの地点からボールを空中に投げると，A さん�

から x 軸方向に 10 m の場所でボールが最高点に達し，その高さは地面から 28 m

となった。このとき，次のⅰ，ⅱに答えなさい。なお，ボールの軌道は放物線を描

くものとする。

ⅰ　このボールの軌道の 2次関数は�

y = － 0.25x2 + 【60】 x+ 【61】 である。

ⅱ　このボールはＡさんから 【62】410＋ m の地点に落下する。

問 6 20人いるクラスの数学のテストの平均点が65点であり，出席番号1番から 12番�

までの人の平均点は 75 点であった。次のⅰ，ⅱに答えなさい。

ⅰ　出席番号 13 番から 20 番の人の平均点は 【63】【64】 である。

ⅱ　クラス全員の点数を 2乗した値の平均は 4346 であった。このクラスの点数の

標準偏差は 【65】【66】 点である。
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問 7 Uさんは自分の成績が安定しないことを担任に相談した。そこで担任が，Uさん

の「1日の平均勉強時間（時間）」と「その日の課題の点数（10点満点）」の間にど

のような関係があるかを調べるため，ランダムに選んだ5日間のデータを収集した。

以下のデータは，それぞれの日の「勉強時間」X と「課題の点数」Y をまとめたも

のである。

日付 勉強時間 X 課題の点数 Y
1 日目 2 7
2 日目 3 9
3 日目 1 6
4 日目 4 10
5 日目 0 3

ⅰ　このデータより，U さんの平均勉強時間の分散は 【67】 ，課題の点数の分

散は 【68】 である。また2つの変数（勉強時間と課題の点数）の共分散の小数

第 1位の数字は 【69】 である。

ⅱ　以上の結果に最も適合するのは，次のア～エの記述の組合せのどれになるか，

選択肢から選びなさい。【70】

ア：勉強時間が増えると，課題の点数も増える傾向がある。

イ：勉強時間が増えると，課題の点数は減る傾向がある。

ウ：勉強時間と課題の点数の間には，ほとんど相関関係がない。

エ：勉強時間と課題の点数の間には，強い相関関係が見られる。

選択肢
⑴　アのみ	 ⑵　イのみ	 ⑶　ウのみ

⑷　アとエである	 ⑸　イとエである

数学　ここまで
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 Ⅱ　「数学」を選択する受験者への解答上の注意  

1．問題の文中の 【97】 ， 【98】【99】 などには，特に指示がないかぎり，数字（0〜 9）が入ります。

【97】，【98】，【99】，…の一つ一つは，これらのいずれか一つに対応します。それらを解答用紙の�

【97】，【98】，【99】，…で示された解答欄にマークして答えなさい。

（例）　 【97】【98】【99】 に 123 と答えたいとき

解答
番号

解 答 欄
1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

【97】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

【98】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

【99】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

2．分数形で解答する場合，それ以上約分できない形で答えなさい。

（例）　
【98】

【99】
に 4

3
と答えるところを， 8

6 のように答えてはいけません。

3．根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさい。

（例）　 【98】 【99】 に 24 と答えるところを， 82 のように答えてはいけません。

4．同一問題文中に， 【97】 ， 【98】【99】 などが 2度以上現れる場合，�

原則として，2度目以降は 【97】 ， 【98】【99】 のように細字で表記します。


